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1.はじめに 
 

がん等の治療における化学療法や放射線療法などにより卵子や精子が喪失するのに対応

するため，あらかじめ卵子や精子を採取して凍結保存する技術が用いられている．我が国

においては，2003 年，日本不妊学会（現，日本生殖医学会）は，未婚者，既婚者ともに，

がんなどの悪性腫瘍治療などで精子をつくる機能が低下する可能性がある場合には精子の

凍結保存ができ，「本人の廃棄の意思や死亡により直ちに廃棄し研究には使用しない」とし

た．また，2004 年以降，日本癌治療学会等の悪性腫瘍治療に関連する諸学会は「抗がん剤

や放射線の使用前にがん専門医と生殖医療専門医とが協力し，配偶子の凍結保存を含めた

妊孕性温存に関して十分な説明をすべき」と提言した． 

岡山においても，2005 年，岡山大学病院は倫理委員会の承認を得て，がん治療による卵

巣機能低下に対する妊孕性温存のための卵巣組織凍結保存を開始した．また，2011年には，

岡山市内で未受精卵子の凍結保存などのがん患者の妊孕性温存の実施を開始した生殖医療

施設とも連携し,がん患者の受け入れ体制を強化した．さらに，2013 年には，がん診療施設

において，がん患者への妊孕性温存に関する説明，そして希望例の紹介が円滑に行われる

ことを目指して，「がんと生殖医療ネットワーク OKAYAMA」が創設され，がん診療施設と生

殖医療施設の連携を推進している． 

「がんと生殖医療ネットワーク OKAYAMA」では，ホームページの開設，定期的な「がん患

者の妊孕性温存」に関する研修会の開催，各種のパンフレットの作成，岡山県のがん治療

に関与する医療スタッフ（1,056 名）への実態・意識調査の実施，岡山県への「がん患者の

卵子，卵巣，精子凍結保存への助成」や「がん患者の妊孕性温存の啓発」を求める要望書

の提出など，各種の活動を続けている．現在は，2018 年に開設した岡山大学病院リプロダ

クションセンターが，その運営に当たっている． 

岡山県は，2018 年度から「妊孕性温存治療に関する研修事業」を開始し，県内のがん診

療連携拠点病院，地域がん診療病院，がん診療連携推進病院において，医師やメディカル

スタッフを対象に「がん患者の妊孕性温存の啓発」のための講演会を開催している．コロ

ナ禍のため中断期間があったものの，2024 年度も「小児・AYA世代のがん患者等の妊孕性温

存療法研究促進事業」として，現地およびオンライン開催での研修会を開催している． 

2021 年度，岡山県がん診療連携協議会にも，「がん・生殖医療部会」が発足した．この部

会において，2021 年度の計画として実施した「がん診療連携拠点病院等におけるがん患者

の妊孕性温存の相談」の実態調査では，相談が十分に行われているとは言えない状況が明

らかになった．このため，2022 年度の計画として，岡山県全体，および各がん診療医療施

設内における「がん患者の妊孕性温存に関する相談・紹介のためのフローチャート（流れ

図）」を作成することとした．2024 年度には，この冊子をもとに各施設が独自のフローチャ

ートを作成している． 

本冊子は，現時点での岡山県内の「がん患者の妊孕性温存に関する相談・紹介の流れ」

を解説したものであり，啓発用，自己学習用の資料とすることはもちろんのこと，臨床や

相談・紹介の現場において活用したりしていただくために作成した．その目標は，単に「が

ん患者の妊孕性温存の紹介のための流れ」ではない．すべての小児・AYA 世代のがん患者

が，妊孕性温存についての情報提供を得ることができること，また，妊孕性温存をしたが

ん患者のみではなく，希望しなかった患者，希望したができなかった患者，さらにはその

家族への支援が，「誰一人取り残さない」で実施されることを目標としている． 

 

2025 年 3 月 中塚幹也 
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2.がん生殖医療・妊孕性温存の相談・紹介の流れ 

 
がん等の患者の妊孕性温存に関する相談・紹介のフローチャート（流れ図）（カラー版は

本冊子に添付）を見てみる．この図では，患者やその家族の流れを網羅的に記述しており，

現時点では，施設によっては，これらのすべてが十分に機能しているとは言えない可能性

がある．しかし，将来的には，この図に登場する施設やそのスタッフ全てが連携すること

で，「誰一人取り残されない」で相談・紹介が行われる必要がある．また，今後も，がん等

の患者やその家族，また，すべての関係者によるさらなる議論と改善が期待される． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



3



4



5



 

7 

医療を受ける必要性やパートナーの身体への負担などの情報提供が必要となる．また，妊

孕性温存ができなかった場合も，がん治療後の精液の状態の評価を受けることが可能であ

ること，また，精液内に精子が見つからない場合に施行する精巣内精子採取術（TESE）の

有効性と限界などの情報提供も重要である． 

当初は希望がなかったため妊孕性温存を実施しなかった患者でも，治療の途中で意向が

変化する場合があるため，がん治療中にも生殖機能の状況の確認をする際に，今後の挙児

希望についても継続して確認し，現状や今後をどのように捉えているのか，その変化も含

めて患者を理解し，支援していくことが重要である． 

 

5)その他の相談窓口や支援団体への連携 

がん治療を終え，実子を授かることはできなくても，「子どもを育てる」という希望を持

つ場合は，養子縁組や里親制度もある．各団体によって対象の基準なども設けられている

ことが多いが，県内では，養子縁組はベビー救済協会が，里親制度は児童相談所が対応し

ており，岡山県不妊専門相談センターでも，これらの制度に関する情報が得られるため，

既存の各種パンフレットを渡して案内してみるのも良いかもしれない． 

（谷村弥生／太田佳男） 

 

がん診療連携拠点病院等 

厚生労働省ホームページより 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/gan/gan_byoin.html 

全国どこでも質の高いがん医療を提供することができるよう，全国にがん診療連携拠点病院を 461 箇

所（都道府県がん診療連携拠点病院 51 箇所，地域がん診療連携拠点病院 348 箇所（うち，4 箇所が（特

例型）），特定領域がん診療連携拠点病院 1 箇所，地域がん診療病院 61 箇所）指定しています（令和 6
年 4 月 1 日現在）． 
小児・AYA 世代の患者についても，全人的な質の高いがん医療及び支援を受けることができるよう，

全国に小児がん拠点病院を 15 箇所，小児がん中央機関を 2 箇所指定しています（令和 5 年 4 月 1 日現

在）．さらに，ゲノム医療を必要とするがん患者が，全国どこにいても，がんゲノム医療を受けられる体

制を構築するため，全国にがんゲノム医療中核拠点病院を 13 箇所，がんゲノム医療拠点病院を 32 箇所

指定し，がんゲノム医療連携病院を 234 箇所公表しています（令和 7 年 3 月 1 日現在）． 
これらの医療機関においては，専門的ながん医療の提供，がん診療の地域連携協力体制の構築，がん

患者・家族に対する相談支援及び情報提供等を行っています． 
 

岡山大学病院総合患者支援センターホームページより 

http://www.cc.okayama-u.ac.jp/~iscps/soudan/ 

拠点病院には，都道府県がん診療連携拠点病院と地域がん診療連携拠点病院とがあり，岡山県におい

ては，前者が岡山大学病院，後者としては下記の 7つの医療機関があります．また，がん診療連携拠点

病院が無い地域に，拠点病院と連携しつつ，専門的ながん医療の提供，相談支援や情報提供などの役割

を担っている「地域がん診療病院」として 2 つの医療機関があります．岡山県では更に，がん診療連携

拠点病院に準じる病院として，3つの病院を「がん診療連携推進病院」として認定しています．（令和7
年 4月 1 日現在） 
＜都道府県がん診療連携拠点病院＞ 岡山大学病院 
＜地域がん診療連携拠点病院＞ 岡山赤十字病院・岡山済生会総合病院・倉敷中央病院

・財団法人津山慈風会津山中央病院・国立病院機構岡山医療センター・川崎医科大学附属病院
　・川崎医科大学総合医療センター

⁷＜地域がん診療病院＞ 金田病院・高梁中央病院

⁷＜がん診療連携推進病院＞ 岡山労災病院・岡山市立市民病院・倉敷成人病センター   
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6.岡山県不妊専門相談センターでの相談・支援 

 

1999 年以後「新エンゼルプラン」「健やか親子 21」「少子化対策プラスワン」などで，少

子化対策の一環として，不妊専門相談センターを各都道府県に設置することが目標とされ

た．これを受け，岡山県は 2004 年 5 月に，岡山県不妊専門相談センター「不妊・不育とこ

ころの相談室」を開設した． 

相談員として，生殖医療担当医，不妊カウンセラー，臨床心理士，生殖医療相談士，助

産師，看護師等が在籍し，必要に応じて，精神科，内科，泌尿器科医などの協力も得るこ

とができる．  

相談は，来所（原則，予約制），電話，FAX，メールで受け付けている．相談は無料で，匿

名での相談も可能である．来所者には，各種の資料の提供，関連の書籍や DVD の閲覧・貸

出しも行っている．また，毎年，市民向けの講演会や医療スタッフ向けの研修会などを開

催し，啓発や人材育成も行っている． 

相談の内容は，不妊症（妊娠しない），不育症（流産や死産を繰り返す），思春期の性の

悩み，LGBTQ や性の多様性に関する悩みなど，広範囲にわたる． 

「がん生殖医療・妊孕性温存」に関する相談では，第 3者の視点で回答することになる．

妊孕性温存のための方法や費用，助成制度の紹介，また，妊孕性温存後の生殖医療につい

ての専門的な情報を得ることができる．また，妊孕性温存をできた場合もできなかった場

合も，臨床心理士等からの精神支援を受けることもできる． 

 

岡山県不妊専門相談センター 開所時間 

月・水・金曜日   13：00～17：00 

火曜日（開放のみ） 10：00～15：00（2025 年 3 月現在） 

毎月第 1土・日曜日 10：00～13：00（第 1日曜は事前予約の方のみ） 

 

開所時間内は，電話での相談や，相談室での図書や資料の閲覧が可能． 

※火曜日はオープン日．個別相談は行っていないが，自由に来所可能． 

※祝日，年末年始（12 月 29 日～1月 3日）は休み． 

 

岡山県不妊専門相談センター 連絡先 

Phone 086-235-6542 

e-mail funin@okayama-u.ac.jp 

URL  http://www.cc.okayama-u.ac.jp/~funin/ 

 

（中塚幹也） 
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5)小児がん（女児） 

女児の場合，思春期（月経発来）前であれば，卵巣組織の凍結保存が可能である．成人

の場合とは異なり，幼児の手術の際には，産婦人科医のみではなく，小児外科医等の協力

のもと実施することもある． 

思春期（月経発来）以後でも，原疾患治療の開始までに 2 週間程度の期間的猶予がない

場合には卵巣組織の凍結保存が選択される．もし，時間的猶予があれば，未受精卵子の凍

結保存を実施するという選択肢がある．しかし，思春期ではあっても性交経験がない場合

には経腟操作による採卵は困難であり，現実的には卵巣組織の凍結保存が選択されること

も多い．卵巣組織の摘出時に卵胞から採卵することも考慮する． 

保護者へ説明するとき，保護者とともに子どもの意向を確認するときの留意点は，前述

の男児の場合と同様である．年齢に応じてではあるが，将来，自身が妊娠することも念頭

に，パンフレットや絵本を用いて，卵子や受精，着床など，妊娠成立の機序なども説明す

る． 

また，卵巣機能低下の程度や妊孕性温存の有無にかかわらず，自身の卵子で妊娠や出産

すること，提供卵子による生殖医療や養子縁組・里親制度などで子どもを持つこと，子ど

もを持たないことなどを含めたライフプラン，ライフデザインへの情報提供や支援が必要

である． 

（中塚幹也） 
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8.岡山県における助成制度 
 

岡山県小児・AYA 世代のがん患者等の妊孕性温存療法研究促進事業 

 
※令和 7年 5月 31 日時点の情報です。最新の情報は岡山県のホームページを御確認下さい。 

岡山県ホームページから 

https://www.pref.okayama.jp/site/cancer/869247.html 

 

県では，将来子どもを産み育てることを望む小児・AYA 世代のがん患者の方々が，希望を

もってがん治療等に取り組めるように，将来子どもを授かる可能性を温存するための妊孕

性温存療法及び妊孕性温存療法により凍結した検体を用いた生殖補助医療等（温存後生殖

補助医療）に要する費用を一部助成する事業を実施しています． 

 

1)妊孕性温存療法の助成対象 

【対象者】 

・卵子等の凍結時に 43 歳未満の方 

・助成金の申請時に岡山県内に在住の方 

 

【対象となる原疾患（がん等）の治療内容】 

・「小児・AYA 世代がん患者等の妊孕性温存に関する診療ガイドライン」（一般社団法人日

本癌治療学会）の妊孕性低下リスク分類に示された治療 

・長時間の治療によって卵巣予備能の低下が想定されるがん疾患：乳がん（ホルモン療

法）等 

・造血幹細胞移植が実施される非がん疾患：再生不良性貧血，遺伝性骨髄不全症候群（フ

ァンコニ貧血等），原発性免疫不全症候群，先天代謝異常症，サラセミア，鎌状赤血球

症，慢性活動性ＥＢウイルス感染症等 

・アルキル化剤が投与される非がん疾患：全身性エリテマトーデス，ループス腎炎，多

発性筋炎・皮膚筋炎，ベーチェット病等 

 

【対象となる妊孕性温存療法に係る治療】 

・胚（受精卵）凍結に係る治療 

・未受精卵子凍結に係る治療 

・卵巣組織凍結に係る治療（組織の再移植を含む） 

・精子凍結に係る治療 

・精巣内精子採取術による精子凍結に係る治療 

 

【提出書類】（県のホームページからダウンロード可能） 

・様式第１－１号 妊孕性温存療法研究促進事業参加申請書（妊孕性温存療法分）必須 

・様式第１－２号 妊孕性温存療法研究促進事業に係る証明書（妊孕性温存療法実施医

療機関）必須 

・様式第１－３号 妊孕性温存療法研究促進事業に係る領収金額内訳証明書（妊孕性温

存療法実施医療機関の連携機関） 

・様式第１－４－１号及び様式第１－４－２号 

妊孕性温存療法研究促進事業に係る証明書及び化学療法および放射線療法による性腺 

毒性のリスク分類表（原疾患治療実施医療機関）必須 

・住民票 必須 
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・岡山県税の完納証明書（申請書到達日３ヶ月以内のもの） 必須 

《胚凍結を実施した場合は以下の書類もご提出ください》 

＜結婚されている方＞ 

・戸籍謄本 

＜事実婚関係にある方＞ 

・両人の戸籍謄本 

・両人の住民票 

・様式第１－５号 事実婚関係に関する申立書（妊孕性温存療法分） 

 

2)温存後生殖補助医療の助成対象 

【対象者】 

・夫婦のどちらかが，妊孕性温存療法の対象者の条件を満たし，妊孕性温存療法を受け

た後に温存後生殖補助医療を受けた場合で，温存後生殖補助医療以外の治療法によっ

ては妊娠の見込みがない又は極めて少ないと医師に診断された方 

※原則，法律婚の関係にある夫婦を対象としますが，生まれてくる子の福祉に配慮し

ながら，事実婚（婚姻の届出をしてないが事実上婚姻関係と同様の事情にある場合）

の関係にある方も対象とする場合があります． 

・治療期間の初日における妻の年齢が原則 43 歳未満である夫婦 

・助成金の申請時に岡山県内に在住の方 

 

【対象となる温存後生殖補助医療】 

・凍結した胚（受精卵）を用いた生殖補助医療 

・凍結した未受精卵子を用いた生殖補助医療 

・凍結した卵巣組織再移植後の生殖補助医療 

・凍結した精子を用いた生殖補助医療 

 

【提出書類】（県のホームページからダウンロード可能） 

・様式第３－１号 妊孕性温存療法研究促進事業参加申請書（温存後生殖補助医療分）

必須 

・様式第３－２号 妊孕性温存療法研究促進事業に係る温存後生殖補助医療証明書（温

存後生殖補助医療実施医療機関）必須 

・様式第３－３号 妊孕性温存療法研究促進事業に係る領収金額内訳証明書（温存後生

殖補助医療実施医療機関の連携機関） 

・様式第１－４－１号及び様式第１－４－２号  

妊孕性温存療法研究促進事業に係る証明書及び化学療法および放射線治療による性腺

毒性のリスク分類表（原疾患治療実施医療機関） 

・住民票 必須 

・岡山県の完納証明書（申請書到達日 3ヶ月以内のもの） 必須 

《以下どちらかを提出してください．》 

＜結婚されている方＞ 

・戸籍謄本 

＜事実婚関係にある方＞ 

・両人の戸籍謄本 

・両人の住民票 

・様式第３－４号 事実婚関係に関する申立書（温存後生殖補助医療分） 
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「岡山県小児・AYA 世代のがん患者等の妊孕性温存療法研究促進事業」 

における指定医療機関一覧 

令和 5 年 3 月 31 日現在 

＜妊孕性温存療法指定医療機関＞ 

登録番号 
妊孕性温存療法指定

医療機関名 
所在地 指定年月日 

第 1号 岡山二人クリニック 岡山県岡山市北区津高 285-1 令和 3年 6月 1日 

第 2号 三宅医院 岡山県岡山市南区大福 369-8 令和 3年 6月 1日 

第 3号 岡山大学病院 岡山県岡山市北区鹿田町二丁目 5番 1号 令和 3年 6月 25 日

第 4号 倉敷中央病院 岡山県倉敷市美和 1丁目 1番地 1 令和 4年 3月 31 日

 

＜温存後生殖補助医療指定医療機関＞ 

登録番号 
温存後生殖補助医療

指定医療機関名 
所在地 指定年月日 

第 1号 岡山二人クリニック 岡山県岡山市北区津高 285-1 令和 3年 6月 21 日

第 2号 三宅医院 岡山県岡山市南区大福 369-8 令和 3年 6月 21 日

第 3号 倉敷中央病院 岡山県倉敷市美和 1丁目 1番地 1 令和 4年 11 月 8 日

第 4号 岡山大学病院 岡山県岡山市北区鹿田町二丁目５番１号 令和 5年 3月 31 日
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10.各施設の連絡先 

 
1)岡山県内の相談支援センター 

都道府県・地域がん診療連携拠点病院 

岡山大学病院 総合患者支援センター     086-235-7744 

岡山済生会総合病院 がん相談支援センター  086-252-2211  

岡山赤十字病院 がん相談支援センター    086-222-8827 

岡山医療センター がん相談支援センター   086-294-9911（内線 8076） 

倉敷中央病院 がん相談支援センター     086-422-0210（代表） 

川崎医科大学附属病院 がん相談支援センター 086-462-1111（内線 22616） 

津山中央病院 がん診療相談支援センター   0868-21-8111（代表） 

川崎医科大学総合医療センター がん相談支援センター 

 086-225-2134(直通） 

地域がん診療病院 

金田病院 がん相談支援センター       0867-52-1191（代表) 

高梁中央病院 がん相談支援センター     0866-56-3939（直通) 

がん診療連携推進病院 

岡山ろうさい病院 がん相談支援センター   086-262-0131（内線 4225） 

岡山市立市民病院 がん相談支援センター   086-737-3000  

倉敷成人病センター がん相談支援センター  086-422-2152（直通） 

 

2)岡山県不妊専門相談センター「不妊・不育とこころの相談室」 

Phone 086-235-6542 

e-mail funin@okayama-u.ac.jp 

URL  http://www.cc.okayama-u.ac.jp/~funin/ 

 

3)妊孕性温存施設 
岡山県小児・AYA 世代のがん患者等の妊孕性温存療法研究促進事業における指定医療機関 

岡山二人クリニック 086-256-7717（代表） 

三宅医院      086-282-5100（代表） 

岡山大学病院    086-223-7151（代表） 

倉敷中央病院    086-422-0210（代表） 

 

4)助成金に関する問合せ先 

  岡山県保健医療部疾病感染症対策課 086-226-7321 
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岡山県 妊孕性温存に係る医療従事者研修事業 

 
ががんん生生殖殖医医療療・・妊妊孕孕性性温温存存  

相相談談・・紹紹介介のの手手引引きき  
  
初初版版    22002233 年年 33 月月 3311 日日発発行行  

第第 22 版版  22002255 年年 33 月月 2288 日日発発行行  

  

岡山県 

岡山県がん診療連携協議会 がん・生殖医療部会 

岡山県不妊専門相談センター 

岡山大学病院リプロダクションセンター 

がんと生殖医療ネットワーク OKAYAMA 

岡山大学大学院保健学研究科 

 

＜著者＞ 

太田佳男（岡山大学病院 腫瘍センター・がん看護専門看護師） 

樫野千明（岡山大学病院産科・婦人科・医師） 

谷村弥生（岡山大学病院新医療開発センター・がん・生殖医療専門心理士・生殖心理カウンセラー） 

露無祐子（岡山大学病院総合患者支援センター・乳がん看護認定看護師） 

中塚幹也（岡山大学病院リプロダクションセンター・医師） 

 

＜監修＞ 

中塚幹也 

岡山大学学術研究院保健学域 教授 

岡山県不妊専門相談センター センター長 

岡山大学病院リプロダクションセンター センター長 

岡山大学生殖補助医療技術教育研究センター 教授 

がんと生殖医療ネットワーク OKAYAMA 代表 

 

岡岡山山県県不不妊妊専専門門相相談談セセンンタターー  不不妊妊・・不不育育ととこここころろ
．．．

のの相相談談室室  

 URL: http://www.cc.okayama-u.ac.jp/~funin/ 

岡岡山山大大学学病病院院リリププロロダダククシショョンンセセンンタターー  

URL: http://www.okayama-u.ac.jp/user/repro/ 

ががんんとと生生殖殖医医療療ネネッットトワワーークク OOKKAAYYAAMMAA  

URL: http://www.okayama-u.ac.jp/user/ofnet/ 

  

岡岡山山大大学学大大学学院院保保健健学学研研究究科科  中中塚塚研研究究室室  

 URL: http://www.okayama-u.ac.jp/user/mikiya/ 

〒700-8558 岡山市北区鹿田町 2-5-1  

Phone & FAX: 086-235-6538 
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